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教育プログラム・コースの概要

長崎大学大学院医歯薬学総合研究科 保健学専攻

遺伝看護・遺伝カウンセリングコース（修士課程）

看護師

2年

看護師の知識や経験を基盤とし、遺伝/ゲノム医療に関する適切な情報提供と意
思決定支援が実践できる認定遺伝カウンセラー
がん、生殖医療、難病/希少疾患など、遺伝/ゲノム医療におけるチーム医療を実
践できる専門医療人

令和6年4月

受入目標人数
※当該年度に「新たに」入学する
人数を記載。
※新規に設置したコースに限る。

長崎県内の認定遺伝カウンセラー配置施設のニーズ（産休・育休への対応も含む
増員）とがん診療連携拠点・推進病院等への新規配置を目指し、受入目標人数を
10人と設定。

本教育プログラム・コースで定める科目について、必修科目32単位以上を修得
し、かつ、必要な研究指導を受けた上、修士論文の審査及び最終試験に合格する
こと。

＜必修科目＞
保健医療社会学特論（2単位）、看護倫理（2単位）、リプロダクティブヘルス分
野特別研究（10単位）、遺伝看護セミナー（2単位のうち7時間）、分子遺伝系
（2単位）、基礎遺伝解析学演習（2単位）、遺伝医療学（2単位のうち6時間）、
医療情報特論（2単位）、カウンセリング技法（1単位）、遺伝看護実習（1単位
のうち6時間）、遺伝カウンセリング実習（6単位のうち10時間）

臨床遺伝専門医及び認定遺伝カウンセラー養成の研修施設として認定。
また、遺伝性乳癌卵巣癌総合診療基幹施設、遺伝性腫瘍研修施設に認定されてお
り、遺伝性乳癌卵巣癌に関する全国登録事業参加施設、九州家族性腫瘍ネット
ワークハブ施設の役割を有する。

緩和ケアセンター、放射線科、病理診断科、アイソトープ診断治療学等を含めた
診療科横断的な連携、さらには薬剤師・看護師・理学療法士等の多職種連携に基
づいて教育を行う。また、在宅医療で先進的取り組みを行っている長崎市医師会
Dr.ネットやがん離島中核病院の協力のもと実習を継続して行うことで、地域・
僻地医療を理解し、将来的に地域に定着する医療者の育成を目指す。

大学院医歯薬学総合研究科の教員、臨床遺伝専門医、認定遺伝カウンセラー、家
族性腫瘍学会専門医、がん治療認定医等により指導にあたる。本コース学生は看
護師資格を有する。遺伝カウンセリングへがん看護の専門知識を応用することを
目的とし、がん看護専門看護師より指導を受ける。

日本人類遺伝学会及び日本遺伝カウンセリング学会共同の認定資格である「認定
遺伝カウンセラー」の認定審査を受けることができる。エキスパートパネルや
Cancer Boardを通して中核拠点病院や連携病院との協働体制を強化するととも
に、認定遺伝カウンセラーの適切な配置に寄与する。




